








■資源としての有効利用

脱水業務に際し、脱水汚泥運搬用にアームロール車（着脱式荷台）を運用し、肥料化工場

25ｔ車搭載　脱水機

7ｔ車搭載　脱水機

　　　　　　　3～6㎥/ｈ

　　　　　　　9,000～10,000MLSS（活性汚泥濃度）

脱水能力　30～60Kgds/H　（ケーキ量）

～汚泥脱水基本コンセプト～

　　　　　　　12～18㎥/ｈ

　　　　　　　9,000～10,000MLSS（活性汚泥濃度）

■発生汚泥の減量化並びにコスト削減

下水処理場・合併処理浄化槽・食品加工場等から発生した液状汚泥を、現地にて固液

の受入業者へ搬送し、資源としてのリサイクルを図れます。

■緊急時等、仮設としての利用

脱水機の常設がされる公共下水道処理施設等での、機械のトラブル・定期修繕時など

緊急時における仮設の脱水機としての利用ができます。

脱水能力　120～180Kgds/H　（ケーキ量）

を行うとこで、発生液状汚泥の減量化及び廃棄物処理コストの削減を促進できます


